
射水市食育推進計画の数値目標調書               

 

基本目標 

(推進目標) 

指標名 

(数値目標) 

基 準 

年 度 

（Ｈ26 年度） 

実 績  

評価 
目 標 

(Ｈ32 年度) 
現状 

（Ｈ27 年度） 

い 

①朝ごはんを毎日食べてくる

児童生徒の割合（学校教育

課） 

小学校

99.3％ 

中学校

97.9％ 

小学校 99.3％ 

中学校 98.3％ 
○ 100％ 

い
っ
し
ょ
に
食
べ
よ
う
、 

 

育
も
う 

子
ど
も
の
食
習
慣 

 

〈
子
ど
も
の
健
全
育
成
〉 

②小学校で実施している「小児

生活習慣病予防健診」（すこ

やか検診）で「要医療」「経

過観察」に該当する児童の割

合（学校教育課） 

11.9％ 10.6％ ○ 減少 

③１日に１回は家族の人と一

緒に食事をとっている児童

生徒の割合（学校教育課） 

小学校

99.6％ 

中学校

97.6％ 

小学校 99.5％ 

中学校 97.9％ 
○ 100％ 

み 

④朝食を欠食する人の減少 

（２０歳以上）（保健センター） 
12.8％ ＜20.6%＞ △ 10％以下 

み
ず
か
ら
知
ろ
う
、 

実
践
し
よ
う 

食
で
健
康
生
活 

 
 

〈
健
康
に
過
ご
す
人
生
〉 

⑤外食や食品を購入するとき

に栄養成分表示を参考にする

人の増加（保健センター） 

38.2％ － － 50％以下 

⑥自分の食生活に問題がある

と思う人のうち、食生活の改

善意欲のある人の増加（保健

センター） 

68.0％ － － 80％以上 

⑦野菜の摂取量が適正量（野菜

料理を１日５皿以上）の人の

増加（保健センター） 

32.0％ ＜25.7%＞ △ 40％以上 

⑧主食、主菜、副菜がそろった

食事を１日２食は食べてい

る人の増加 

（保健センター） 

68.2％ － － 80％以上 

ず ⑨学校給食において射水市産

食材を使用する割合 

（金額ベース）（学校教育課） 

16.8％ 15.5％ △ 増加 

ず
っ
と
伝
え
よ
う
、 

育
て
て
い
こ
う 

射
水
の
恵
み 

〈
地
産
地
消
を
通
じ
た
地
域
の
活

性
化
〉 

⑩保育園給食において射水市

産食材を使用する割合 

（金額ベース）（子育て支援課） 

3.9％ 3.1％ △ 7.8％ 

⑪直売所及びインショップに

おける販売額（農林水産課） 
123,907 千円 139,077 千円 ○ 

140,000 千

円 

⑫とやま食の匠認定者数 

（農林水産課） 

 

19 人 
 

19 人 △ 23 人以上 

 

【達成度の評価判定】     

◎ 達  成：目標値を達成 

〇 改  善：現状値（実績）が基準年度より改善している 

△ 不  調：現状値（実績）が基準年度から改善していない 

資料３ 



 

※実績、現状値データの出典 

① 射水市「教育に関する事務の点検・評価報告書」より 

④～⑧ 基準年度（H26）：健康増進プラン中間見直しアンケート調査結果より 

        現状(H27 年度）：④３歳６か月児健診受診者の両親（20～50 歳代）へのアンケート

調査より 

母    （人）  父    （人） 

20 代  104  20 代  51 

30 代  403  30 代  374 

40 代以上  97  40 代  141 

計  604  50 代以上  11 

   計  577 

 

⑦食生活改善推進員の家庭訪問調査より 

性別    （人）  年齢    （人） 

男性  16  20 代  2 

女性  429  30 代  11 

未記入  10  40 代  26 

計  455  50 代  33 

   60 代  202 

   70 代  148 

   80 代以上  27 

   未記入  6 

   計  455 

 

 

⑫ とやま食の匠：伝統的な郷土料理や県産食材を活かした創作料理など、地域で育まれて

きた富山の「食」について、卓越した知識と技能を有し、その普及活動を積極的に行え

る個人や団体を富山県が「とやま食の匠」として認定 

 

 


